
イベント情報

プチプチアニメ『ニャッキ！』
作家でもある伊藤有壱を含む
参加作家トーク&懇親会、
ワークショップもあります。

★トーク、ワークショップ

3月23日［土］午後５時～
3月30日［土］午後２時30分～
4月 7日［日］午後１時～

in KYOTOおもちゃ映画ミュージアム

2019年3月23日   －4月7日土 日
(3月23日［土］のみ午後2時より開館。4月7日［日］は午後3時まで)
開館時間=午前10時30分ー午後５時  休館日＝祝日含め毎週月曜,火曜
入館料=高校生・大人500円 中学生300円 小学生以下無料 
入館料［イベント時］=高校生・大人1000円［正会員800円］※3月30日［土］開催ワークショップ参加者は別途500円
協力＝東京藝術大学映像研究科アニメーション専攻 | I.TOON.Ltd     おもちゃ映画ミュージアム（一般社団法人京都映画芸術
文化研究所） 〒604‐8805 京都府京都市中京区壬生馬場町29-1   TEL：075(803)0033  URL:http://toyfilm-museum.jp

ストップモーションアニメーションとは？



電車 ○JR・地下鉄二条駅下車徒歩8分
           ○阪急「大宮」駅東改札口出口1番徒歩7分
バス ○「みぶ操車場前」下車

会場マップ

アニメーション作品に実際使われた
パペットや素材、ならびに平面・立体
作品、資料などを展示します

公式サイト

https://stopmotionanimism4.wixsite.com/sma2018

各プログラムの詳細や
作家情報など掲載 >>>

SMA2018

各プログラムについては、公式HPをご覧いただくか、会場HP（http://toyfilm-museum.jp)をご覧ください。

イベント & ワークショップ

330
sat 「体験ワークショップ」

＜ワークショップ申し込み方法＞
お電話もしくはメールにてお申し込みください。
電話 ：075(803)0033
メール：info@toyfilm-museum.jp

14:30～    対象／小学校高学年以上推奨
 定員／先着10組     材料費／500円

323
sat 「参加作家によるトーク」

NHK「プチプチアニメ『ニャッキ! 』」
作家の伊藤有壱を迎えての

3.23 sat.17:00～  ／  4.7  sun.13:00～ 
複数の作者によるトークステージ。
制作者ならではの視点で作品を語ります。
トーク終了後は懇親会を予定しております。
(※トーク各回１時間程度を予定)

4 7
sun

35mmフィルムに絵を描いて、上映会! !
自分だけのアニメーションをつくろう

E VE V T !!

メイン上映 ｜ プログラムA ［東京藝術大学大学院映像研究科アニメーション専攻在学時の作品］

 プログラムB ［伊藤有壱監督作品+修了後の作品,映像プロジェクトなど］

「映画の妖精 フィルとムー」
「パカリアン」MV「どっぴんしゃーらー」     NHKヒバクシャからの手紙

「ホウセンカおじいちゃん」
三陸国際芸術祭2017「空とぶさんま」

3:50 10:41

8:00
5:00

2:10

その他上映作品あり

「Rolling」1:00

ストップモーションアニメーション（Stop Motion Animation）は、対象物に変化を与え
１フレームずつ撮影した画像の連続再生によって「動き」を創出するアニメーション表現の
一種です。日本では「駒撮り（こまどり）」の通称で知られますが、世界でスタンダードとされる
「Stop Motion Animation」という視点からこの表現を捉え直し、「生命を吹き込む」と
いわれる背景に、映画誕生以前から人類が感じてきた「アニミズム（Animism）ー汎霊説ー」
への憧憬に迫るアクションとして、「STOP MOTION ANIMISM  ストップモーション アニミズム」
を宣言します。
その第一歩として、2008 年スタートした国立教育機関、東京藝術大学大学院映像研究科
アニメーション専攻の「立体領域」が輩出した修了生の学生時代の作品と、その現在の
才能にスポットを当てます。制作環境やアナログ技術の特殊性から、希少性ばかりに目が
向けられた時代から、誰でも創ることが可能な表現へと変貌を遂げた「ストップモーション
アニメーション」の現在と、その未来を感じ取っていただければ幸いです。

西日本初の正式巡回展となる貴重な機会、ぜひご高覧ください。

in KYOTOおもちゃ映画ミュージアム


